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「牛及び豚用フルオロキノロン剤のリスク管理措置について」 

の周知依頼について 

 

このことについて、平成 24 年 6 月 25 日付け事務連絡をもって、農林水

産省消費・安全局畜水産安全管理課生産安全班及び薬事安全企画班から別

添のとおり通知がありました。貴会関係者に周知方よろしくお願いいたし

ます。  

このたびの通知は、農林水産省の調査結果や論文では、適応菌でのフル

オロキノロン剤（ニューキノロン剤）に対する感受性は維持されていると

報告されていることから、①現行の牛及び豚用のフルオロキノロン剤のリ

スク管理措置は、一定の目的を果たしていると判断されたこと、②今後と

も、抗菌剤の適正使用及び慎重使用に留意する旨、本会会員に依頼された

ものです。  

なお、今後の対応については、モニタリング計画を見直し、薬剤耐性菌

の動向をより明確に把握し、リスク管理措置の検証を行うとともに、現行

の措置の継続とあわせて、生産現場における動物用抗菌剤の使用実態等を

踏まえて、さらに下記の措置を講ずる旨、周知を依頼されております。  

 

記 

 

１．第一次選択薬が無効な症例にのみ第二次選択薬として使用することを

徹底する。  

２．投与後一定期間内（3 日程度）に効果判定を実施し、効果がみられな

い場合には、獣医師の判断によって薬剤を変更する。  

３．農林水産省が実施する農場及びと畜場等におけるモニタリング（調査



規模、調査頻度等）を充実する。  

４．製造販売業者が実施するフルオロキノロン剤の適応菌及び公衆衛生上

重要な菌種のモニタリングを実施する。  

以上 
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牛及び豚用フルオロキノロン剤のリスク管理措置について

１ 背景

（１）食品安全委員会の評価

牛及び豚用フルオロキノロン剤に係る薬剤耐性菌の食品健康影響

については、食品安全委員会がリスクの推定区分は中等度と評価し

た。（２２年３月２５日）

また、リスク評価の中で、①現在のリスク管理措置の徹底、科学

的知見・情報を収集した上での随時検証、②薬剤耐性菌に係るモニ

タリング体制を充実し、継続的な調査・監視、についても付言した。

（２）評価を踏まえた農林水産省の対応

既に行われてきた措置を以下のように強化するとともに、リスク

管理措置の効果の検証のため、科学的知見・情報を収集することと

した。

①承認された適応症の治療に限定した使用や第一次選択薬が無効

な症例に限定した使用が行われるように添付文書（使用上の注

意）の表記を統一した。

②従来の JVARM による農場における調査に加えて、と畜場及び

食鳥処理場におけるモニタリングを開始した。

③我が国の実態に即したモニタリングの充実に向けた研究を開始

した。

２ 現行のリスク管理措置の効果

これまでに得られている農林水産省の調査結果や論文は適応菌での

フルオロキノロン剤に対する感受性は維持されていると報告。したが

って、現行のリスク管理措置は一定の目的を果たしていると判断した。

３ 今後の対応

モニタリング計画を見直して、薬剤耐性菌の動向をより的確に把握

し、リスク管理措置の検証を行う。

また、現行の措置の継続とともに、生産現場における動物用抗菌性

物質製剤の使用実態等を踏まえて更に以下の措置を講ずる。

①第一次選択薬が無効な症例にのみ第二次選択薬として使用するこ

とを徹底する。

②投与後一定期間内（３日程度）に効果判定を実施し、効果がみら

れない場合には獣医師の判断によって薬剤を変更する。

③農林水産省が実施する農場及びと畜場等におけるモニタリング（調

査規模、調査頻度等）を充実する。

④製造販売業者が実施するフルオロキノロン剤の適応菌及び公衆衛

生上重要な菌種のモニタリングを充実する。
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